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鉱床および品質・、鉱量 入員月鳶・用途および邊り先
　　（t）

走向N750E，直立に近い少
厚さ・4m，可操i架さ5m，
鉱石は白色で不純分少ない，』
やや粗粒脆弱質
　鉱量一・

走向N65。E，傾斜700N，
厚さ3。5m，延長約80m，、
可操深さ3m
鉱石は粗粒なるも割目，不
純分少ない淡褐色
　鉱量1．5×103t

杉浦・北山の西に続く，鉱
床開発初期のため厚さ延長
不明
鉱石は粗粒，白色

雲母薄暦をもつて千枚状を
なすo珪石の鉱石としては
不適当であるが糧碑に容易
な雲母石英片岩を粉砕して
土木用砕石としているが割
れやすく質的に不充分と云
われる

走向N700W，傾斜25～
35）N，厚さ15m2暦，王
暦はがり10mとなり今後
可操量少ないo上暦は厚さ
10m，かぶり・なし，延長30m
鉱石は雲母の薄暦をもち普
通珪石としては不適であつ
たが勅陣容易，上暦は千枚
歌で実牧率ひくい・
鉱量1×10喋t

、走向N70。E傾斜20QN，
厚さ15m以上，延長約40
m鉱石，一部は普通の珪石
の低品位鉱（フェロ用）と同
等一般に割れやすく雲母薄
層をもつている
　鉱量2×104t塚上
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50・硫酸塔用（50t）

？

300

200

玉石

張石

砕石

入造珪砂（300t）

（サンドブラスト用）

　自家用→豊田不諸工場

備　考

開　発
準備中

山元に入

造珪砂工

場あり

入造珪砂（200t）自家用
　（サソドブラスト用）　　東海道線
　　　　　→豊田系諸工場幸田駅前

i鮎　　　　　　　　　　　に入造珪
酬　　　　　　　　　　　砂工場あ
フェロシリコン用　1，500tり。
玉張石用　　　　　　250t『

硫酸塔用　　　　　　200t
モルタル用盤材用　1，200t

・1人造珪砂用　　　　　500t

㌧
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Manganese　Delposit　at　De面獺ine，
　　　　　　Gifu　Pref㏄t臆re’

　　　　　　　　　　by

　　　　　Hiromichi．Miyamoto
　Manganese　deposit，　having　anticlina1

＊鉱床部

form，at　the　Dedo　mine，Gifu　Prefecture　is，

found　between　the　Paleozoic　silicious白1ate

and“Kuroshiro”，compound　brick　silica
stone．　The　ore＄，－having　grades　of　Mn

25－35％and　SiO220％l　are　c姓le且y“Keiman”

composed　of　rhodonite，r虹odochrosite　etc．

withasmallamountoftephroiticminerals。
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地、質調査所月報　（第3巻第10号）

　　　　　　　　要　 旨
『
昭
和 26年2月14日より31日間にわたり岐阜縣洞戸

　　　　　　　　　　　ヂド弛方の鉱床を概査した。その丙の出戸鉱山のマンガン鉱

床に関する結果を報告する。

　　　　　　　1・鉱　匿

　鉱区番号　岐阜縣操掘514

　鉱　種マンガン
　鉱業権者　岐阜市金町5の9　佐野二三郎

　　　　2．位置および交通（第1図参照）

　現場の泣置

　岐阜縣武儀部乾村柿野字本郷

　越美南線美濃町駅の北西西方13km

　東海道線岐阜駅の北方22km　－

　　1：50，000地形図美濃町

　現場に至る径路

　　鉾駅バス＿出良殿＿現場
　　　　27k：m　　　3．5km

　搬出径路

　　現場一軽塞』→』霊車‘→貯鉱場トラック→岐阜駅

　　　145m　　445m　　　　　　30km

　　　　　　　3．沼　革

　』本鉱山は第二次世界職雫中は山見鉱山として稼行され

たが，維職とともに休山した。『この間主として二酸化を

出鉱した。昭和25年，9月李賀公治に移り，同年12月に

現権者の経営に移り，出鉱を始め，現在におよぶ。，

　　　　　　　4．地　形

　本地域は長良川支流板取川および武儀川の分水嶺を占

，める。現場は山頂附近にあつて，谷底より約70mの高

’
、
卵こ位置する。附近の谷壁ぼ約250の傾斜を≧り，珪質

岩類は高さ20m以下の急崖が所々につくられるから，・

搬出には軽索に依存する必要がある。附近の谷幅広く，

・平坦地に富むから道路の建設が容易である。現場附近で

はほとんど洗水を利用することができない◎

　　　　　5。地質（第1図参照）　　　　　’

　地質は古生暦中の粘板岩砂岩暦およびチヤート粘板岩

互暦よりなる。走向N300《《400W，傾斜30。Sである。

．チヤートを俘う地暦は小溜曲に富む。チヤートは友色な

いし次黒色にして，千枚岩状のものが多く，マソガン鉱

床附近において角礫状炭黒色のチヤートとその間を埋め

る石英細脈とよりなる黒白珪石が見受けられる。粘板岩

は片状黒色のものが多く，砂岩は細粒緻密な硬砂岩であ

るo

　　　　． 6・鉱床（第2図参照）

　鉱床は古生暦を構成する珪質粘板岩と黒白珪石との接

触部に胚胎し，雁行状に配列する小鉱体り集合よりな
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第2圖　　地質鉱床圖，坑内圖およびA－B断面圖

り，上盤は粘：ヒ化を受ける。走向N30。｛’40q　w，傾斜

・100Nまたは30。S◎鉱床は背斜状形態をとるQ坑口は

10。N，南西引立附近では300Sの傾霜をとるo露頭部に

おける延長は10m，南西引立附近における延長は20m

余りであるQ最大鑓幅は1m，南西引立附近でも1m近

くを保ち，かつ下部の小鉱体の頭が露われ，鉱況優勢で

ある。また東西両引立附近の鑓幅は約0．2mで鉱況や

や劣勢となる。・

7．鉱石および品位

鉱石は露頭部は酸化鉱であるが，南西引立附近では炭

満となる。バラキ・ミヅマソの類の中に栗タソ・縞アヅ

キ等の良質の鉱石が僅かに混入する。構威マンガン鉱物

はバラ輝石および菱マソガン鉱が主で，少量のテフ・石

系統の鉱物が混入する。脈石は黄鉄鉱・石英等である。

南西引立附近の見込品位はMn30《・33％，SiO220％

以上である。

　　　　　　8．現　況1

稼行鉱床

稼行坑道

選　鉱
出　鉱

出鉱量

1〆

1
ズリ抜き程度の予選

昭和25年12月

昭和26年1月

　〃　2月
　〃一　3月

i翻一
　出鉱先　日本銅管K。K。川崎工場

　特殊設備　軽索1基，延長145m
　労務者在籍数　。8名（内女子3名）

　　　　　　9．結　論
　鉱床の下部に対して相当期待を置くことができるか

ら，南西引立附近において東西両鑓押を行い，延長を確

め，坑口より15m下部の位置に立入を開さくし・下部

探鉱を行うべぎであると，悪うo品位の点に関しては探鉱

・結果をまつ外なきものと思う。

　　　　　　　（昭和26年2丹・》3月調査）
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